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【沿⾰】

1983年 3⽉ 愛知県東海市加⽊屋町丸根に、株式会社ホンダベルノ東海を資本⾦4,000万円をもって設⽴。

1983年 4⽉ 本⽥技研⼯業株式会社とベルノ店取引基本契約を締結し、愛知県東海市加⽊屋町に東海店を開設。

1998年 9⽉ 名古屋証券取引所市場第⼆部に上場。

2000年 6⽉ ⼤阪証券取引所ナスダック・ジャパン市場(現・東京証券取引所 JASDAQ市場)に上場。

2003年 4⽉ ⾃動⾞販売関連事業を株式会社ホンダベルノ東海として分社すると同時に、商号をＶＴホールディングス
株式会社に変更し、持株会社体制へ移⾏。

社名 VTホールディングス株式会社

設⽴ 1983年３⽉（前⾝：㈱ホンダベルノ東海）

本社 愛知県東海市

資本⾦ 24億9,370万円

主な事業内容 ⾃動⾞販売関連事業 （売上構成⽐ 97％）

ｸﾞﾙｰﾌﾟ従業員数 2,285名（2013年3⽉末⽇現在）

ｸﾞﾙｰﾌﾟ構成 連結⼦会社23社、持分法適⽤関係会社2社 （2013年3⽉末⽇現在）

発⾏済株式数 3,679万3,678株（2013年3⽉末⽇現在）



ＶＴ ＨＯＬＤＩＮＧＳ
名証IRエキスポ2013当社の強みと特徴
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① Ｍ＆Ａによる成⻑戦略

②基盤収益カバー率の向上

③ストック型ビジネスモデル

⾼い成⻑と安定収益の実現をスピード感を持って達成する
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名証IRエキスポ2013M&Aによる成長戦略
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1999年 3⽉ ㈱ホンダ⾃販名南 ホンダ系ディーラー（5店舗） 株式譲受 ■現ﾎﾝﾀﾞｶｰｽﾞ東海
1999年 3⽉ ㈱フォードライフ中部 フォード系ディーラー（9店舗） 株式譲受 ■現ﾌｫｰﾄﾞﾗｲﾌ中部
1999年 6⽉ ㈱オリックスレンタカー中部 レンタカー会社（2店舗） 営業譲受 ■現J-netレンタリース
1999年 9⽉ ㈱フォード鈴⿅ フォード系ディーラー（1店舗） 営業譲受

2000年 2⽉ ㈱フォード新岐⾩ フォード系ディーラー（1店舗） 営業譲受
2000年 4⽉ ㈱ホンダベルノ岐⾩

中京ホンダ㈱
ホンダ系ディーラー（2店舗）
ホンダ系ディーラー（3店舗）

営業譲受
株式譲受

2000年 5⽉ ㈱ホンダ新知多 ホンダ系ディーラー（1店舗） 営業譲受
2000年 6⽉ ㈱オリックスレンタカー⼤阪 レンタカー会社（4店舗） 営業譲受

2001年 5⽉ ㈱アーキッシュギャラリー 注⽂住宅販売（2店舗） 営業譲受
2002年 1⽉ ㈱ホンダプリモ東海中 ホンダ系ディーラー（1店舗） 営業譲受

2003年 3⽉ ㈱トラスト 中古⾞の輸出 株式譲受

2004年 1⽉ ㈱シー・イー・エス コンピューターソフトの製造・販売 株式譲受

2005年 4⽉ ㈱エル･シー･アイ ロータス輸⼊総代理店（１店舗） 増資引受

2005年 9⽉ ＶＴインターナショナル㈱ ジャガー・ランドローバーディーラー（１店舗） 営業譲受

2006年 1⽉ ⻑野⽇産⾃動⾞㈱ ⽇産系ディーラー（４１店舗） 株式譲受
2006年 7⽉ 静岡⽇産⾃動⾞㈱

三河⽇産⾃動⾞㈱
⽇産系ディーラー（３９店舗）
⽇産系ディーラー（１３店舗）

株式譲受
株式譲受

2011年 2⽉ Western Breeze Trading 23
(Proprietary) Limited

南アフリカ共和国のプジョー/フィアット・アルファロメオ
系ディーラー（2店舗） 増資引受 ⇒現・TRUST ABSOLUT AUTO 

(PTY) LIMITED
2011年10⽉ SOJITZ ABSOLUT AUTO

(PROPRIETARY) LIMITED 南アフリカ共和国のスズキディーラー(3店舗) 増資引受 ⇒現・SKY ABSOLUT AUTO 
(PTY) LIMITED

2012年 4⽉ ㈱⽇産サティオ埼⽟ ⽇産系ディーラー（21店舗） 株式譲受
COLT CAR RETAIL LIMITED 英国の三菱系ディーラー（11店舗） 株式譲受 ⇒現CCR MOTOR CO.LTD.

1998年9⽉に名証2部上場後、M&Aを開始
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【基盤収益カバー率】
ホンダカーズ東海 ⻑野⽇産 静岡⽇産

三河⽇産 ⽇産サティオ埼⽟ 平均

基盤収益カバー率
7

※ サティオ埼⽟12/3期は、当社⼦会社化前の参考値となります。
※ 基盤収益カバー率については、連結調整など考慮前の各社個別の決算数値に基づきつつ、⼀部5社⽐較の為の修正を⾏っております。
※ 平均は、各社の売上⾼に応じて、加重平均しております。

 100%を超えれば、新⾞が売れなくても⾚字にならない

 メーカー次第となる新型⾞の発売サイクル等、外部要
因に左右されやすい新⾞部⾨以外で、コストを賄う「新
⾞が売れなくても⾚字にならない企業体質」を確⽴

主要５社で、グループ全体の売上⾼の約78％を占め
る。

基盤収益カバー率

＝ 新⾞以外の粗利益÷販管費
（新⾞以外の部⾨の利益で、販管費をどの程度カバー
できるかを表す指標）

主要ディーラー平均で109.1％

サービス粗利 中古⾞粗利 新⾞粗利

販管費

0 50 100 150

2012年4⽉に⼦会社化した⽇産サティオ埼⽟は、初年度から100％超を達成
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全国乗⽤⾞保有台数は、安定的に推移
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【全国 新⾞・中古⾞ 登録台数】

※ 登録台数は、社）⽇本⾃動⾞販売協会連合会調べ
※ 乗⽤⾞保有台数は、財）⾃動⾞検査登録情報協会調べ
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【全国 乗⽤⾞保有台数】

当社収益の約4割を占めるサービス部⾨は、
保有台数を収益源とするストックビジネスであるため、

今後も安定した収益を確保

保有台数は、⾞輌の保有年数が⻑くなったこと
などもあり、僅かながら増加傾向
過去10年で7％増

⾃動⾞の登録台数は、新⾞・中古⾞
ともに⻑期的には、減少傾向
過去10年で
新⾞12%、中古⾞26%減

※ 乗⽤⾞保有台数の13/3期数値が5⽉20⽇現在、公表前である為、13/2数値を
表⽰しています。
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㈱フォードライフ中部

[KUGA] [ワゴンR]
岐⾩・三重に新⾞3店舗
中古⾞8店舗

愛知・岐⾩・三重に新⾞4店舗

ＶＴインターナショナル㈱ ⼤阪に新⾞1店舗

[208GTI] [CS3]

店舗網（自動車ディーラー）
11

⾃動⾞ディーラー
㈱ホンダカーズ東海

[N BOX]
愛知県尾張、岐⾩県⻄濃に
新⾞25店舗、中古⾞1店舗

⻑野⽇産⾃動⾞㈱

[DAYZ]

⻑野県全域に
新⾞31店舗、中古⾞5店舗

静岡⽇産⾃動⾞㈱
静岡県中東部に
新⾞24店舗、中古⾞4店舗

三河⽇産⾃動⾞㈱
愛知県⻄三河に

新⾞11店舗、中古⾞2店舗
㈱⽇産サティオ埼⽟

埼⽟県東南部に
新⾞17店舗、中古⾞2店舗

CCR MOTOR CO.LTD.

[MIRAGE]
ロンドン及びイングランド南⻄部に
新⾞11店舗

2012年4⽉にM&Aにより⼦会社化
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輸⼊⾞インポーター
エルシーアイ㈱
LOTUS輸⼊総代理店
直営販売店 2店舗
販売代理店 17店舗 [EVORA]

ピーシーアイ㈱
Norton輸⼊総代理店
販売代理店 13店舗

[Commando 961 Sports]
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名証IRエキスポ2013店舗網（レンタカー及び住宅）
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レンタカー
J-netレンタリース㈱
Jネットレンタカー
全国101店舗

直営 30店舗
ＦＣ 71店舗

注⽂住宅
㈱アーキッシュギャラリー
注⽂住宅建築・販売
東京・名古屋・⼤阪に3店舗
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名証IRエキスポ2013海外拠点と中古車輸出
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中古⾞輸出
㈱トラスト
中古⾞輸出事業
世界100か国以上に輸出

アメリカ

ヨーロッパ

アフリカ
アジア

パシフィック

⾃動⾞ディーラー（海外拠点）
TRUST ABSOLUT AUTO

南アフリカに新⾞2店舗

SKY ABSOLUT AUTO
南アフリカに新⾞3店舗

CCR MOTOR
ロンドン及びイングランド南⻄部に新⾞11店舗

2011年2⽉・10⽉にM&Aにより進出2011年2⽉・10⽉にM&Aにより進出

2012年4⽉にM&Aにより進出2012年4⽉にM&Aにより進出
中古⾞輸出先中古⾞輸出先

3347
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ホンダカーズ東海
18.3%

⻑野⽇産⾃動⾞
25.1%

静岡⽇産⾃動⾞
22.7%

三河⽇産⾃動⾞
13.2%

フォードライフ中部
3.5%

ＶＴインターナ
ショナル 0.8%

LCI 2.1%

PCI 0.4%

トラスト 4.4%

J-netレンタリース
5.4%

アーキッシュギャ
ラリー 2.2%

その他 1.9%

ホンダカーズ東海
16.1%

⻑野⽇産⾃動⾞
21.1%

静岡⽇産⾃動⾞
19.1%

三河⽇産⾃動
⾞ 11.0%

⽇産サテイオ埼⽟
10.2%

CCR 
MOTOR 
4.7%

フォードライフ中部
3.0%

VTインターナ
ショナル 0.6%

LCI 1.3%

PCI 0.2%

トラスト 3.9%

J-netレンタリー
ス 4.9%

アーキッシュギャ
ラリー 1.9%

その他 1.8%

会社別 売上構成
25

ホンダカーズ東海と⽇産系4社の主要5社で全体の約78％

2013/3期2012/3期

M&A等により、売上構成が変動したが、結果的に⽇産系の⽐率は、約61％で変わらず。

959億74百万円 1,183億17百万円
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名証IRエキスポ2013ＶＴホールディングス グループ
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当社グループは、当社（持株会社）、連結⼦会社23社及び持分法適⽤関連会社2社で構成され（2013年3⽉時
点）、ディーラー事業、レンタカー事業及び中古⾞の輸出事業からなる⾃動⾞販売関連事業が中核事業となっております。

ホンダ系ディーラー

今後もＭ＆Ａで
順次拡大･･･

ＶＴホールディングス
（持株会社）

ホンダカーズ東海

⻑野⽇産⾃動⾞

静岡⽇産⾃動⾞

三河⽇産⾃動⾞

⽇産サティオ埼⽟

VTインターナショナル

輸⼊⾞インポーター

海外ディーラー

トラスト

Ｊ-ｎｅｔレンタリース

名証 ２部、⼤証 ＪＱ 上場
（7593）

東証マザーズ 上場
（3347）

日産系ディーラー

フォード系・スズキ系ディーラー

プジョー/シトロエン系ディーラー

フォードライフ中部

中古車輸出

レンタカー

ＬＣＩ‐ロータス ＰＣＩ‐ＳＡＡＢ

南アフリカ‐ＴＡＡ/ＳＡＡ 英国‐ＣＣＲ
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（+23.3%）

前期⽐
+4.1

（+23.3%）

M&A効果で売上、利益ともに過去最⾼を更新
 既存事業が順調に推移したことに加え、2012年4⽉にM&Aした⽇産サティオ埼⽟等が連結業績に寄与し、

売上⾼、営業利益、経常利益、当期純利益のすべてが過去最⾼に

ROE

EPS

営業利益
経常利益

当期純利益
（億円）売上⾼

（億円）
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【当期純利益】
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【経常利益】

959 1,183 1,220 
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(億円)

【売上⾼】

2014年3月期 通期業績予想
29

売上⾼、営業利益、経常利益は、過去最⾼を更新⾒込
収益⼒強化をさらに進め、既存会社、新規連結会社ともに堅調に推移する⾒込み。
なお、新規のM&Aについては、未確定要素が⼤きい為、以下の業績予想に含んでおりません。

+36
（+3.1％）

+3
（+4.5％）

+0.2
（+0.5％）

+3
（+5.0％）
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新⾞
26,714 21,658 21,740 20,958 23,462

27,619 29,389

中古⾞
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【ＶＴグループの⾃動⾞販売台数の推移】

グループ販売台数は、新⾞、中古⾞ともに過去最⾼を更新

ホンダ
24%

⽇産
66%

その他
ディーラー

9%

輸⼊⾞イ
ンポーター

1%

【新⾞販売台数構成】

2013/3期

23%

64%

12%

1%

2014/3期
計画

※ 11/3期まで、中古⾞区分の輸出以外に計上していたフォードライフ中部が取り扱う国産⾞の新⾞販売分を12/3期からは、新⾞区分のその他ディーラーに計上しております。
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売上⾼経常利益率 ８％以上
 2013年3⽉期の売上⾼経常利益率6.5％

当社グループ内で最も⾼い収益性を誇る⻑野⽇産⾃動⾞（経常利益率
10.3％）をベンチマークに、グループ全社の収益性向上を図る

Ｍ＆Ａにより⼦会社化した新会社の収益⼒を更に向上させること、中古⾞輸出
事業とのシナジー創出、レンタカー事業の全国展開等がポイント

⾃⼰資本⽐率 30％以上
 2013年3⽉期末の⾃⼰資本⽐率25.4％

投資効率を重視したＭ＆Ａにより、事業拡⼤と有利⼦負債の圧縮を営業キャッ
シュフローの範囲内で、両⽴させる

⾼い収益効率の実現により、事業規模の拡⼤と財務の
安定性を両⽴させ、安定成⻑を⽬指す
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【実質有利⼦負債】

実質有利⼦負債
ネットDEレシオ

1.実質有利⼦負債の削減
2012年4⽉に実施したＭ＆Ａに伴い、負債は増
化したが、⾃⼰資本蓄積も進んだため、ネットDE
レシオは、ほぼ前期並みを維持
※実質有利⼦負債＝有利⼦負債－現預⾦
※ネットDEレシオ＝実質有利⼦負債÷⾃⼰資本
（実質負債資本倍率）

財務体質の強化
34

左記の負債増などがあったが、業績が堅調に推移
したことにより、⾃⼰資本⽐率は、前期末⽐3.1％
プラスの25.4%を確保
引き続き⽬標の30％を⽬指す

2.⾃⼰資本の充実
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【⾃⼰資本の推移】

⾃⼰資本
⾃⼰資本⽐率

実質有利⼦負債
（億円）

ネットDEレシオ
（倍） ⾃⼰資本⽐率

⾃⼰資本
（億円）
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売上⾼ 経常利益

キャッシュフローの範囲内で継続的にM&Aに取組み、『事業規模の拡⼤』、『収益性の向
上』、『財務体質の強化』のすべてのテーマをバランスさせた成⻑シナリオを⽬指す

2014/3期計画は、
売上⾼、経常利益ともに過去最⾼

1998年3⽉期（上場直前期）〜
2014年3⽉期（今期）の業績⾒込み

売上⾼で17倍、
経常利益で27倍

売上⾼
（億円）

経常利益
（億円）
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1998年10⽉の上場以後、M&Aを成⻑戦略の柱とした事業拡⼤を図ってまいりまし
た。第4回新株予約権の⽬的は、拡⼤戦略の継続と財務内容の強化を両⽴すること
にあります。

発⾏当時、既存株主の希薄化を考
慮し、⾏使価格を1200円に設定

株価の上昇が先⾏、権利⾏使
が⾏われれば、更なる資本増強
により、借り⼊れ余⼒の拡⼤につ
ながり、機動的にM&Aを⾏う環
境へ

≪第三者割当による第4回新株予約権の発⾏概要≫
決 議 ⽇ 平成24年11⽉12⽇
割 当 ⽇ 平成24年11⽉27⽇
発 ⾏ 新 株 予 約 権 3,000個
発 ⾏ 価 額 本新株予約権1個につき2.4円
当該発⾏による潜在株株式数 3,000,000株（新株予約権1個につき1,000株）
資 ⾦ 調 達 の 額 36億円
⾏ 使 価 額 1,200円（固定）…発⾏決議前営業⽇の株価：600円
募 集 ⼜ は 割 当 ⽅ 法 UBS AG London Branchに対する第三者割当⽅式
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【１株当たり配当⾦(株式分割調整後)】

特別/記念配当
期末配当
中間

2013年3⽉期の配当は、2013年２⽉15⽇に３０周年記念配当４円の増配を発表し、
年間配当30円（前年⽐+10円）、連結配当性向22.3％
今後も連結配当性向20％を⽬標に、業績に応じた配当を継続的に実施する⽅針

2014年3⽉期は、中間15円、期末15円の⾒込み

利益成⻑に
連動し
配当拡⼤

利益成⻑に
連動し
配当拡⼤
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①株主優待券 ②カタログギフト

3月末の株主様に対して、①当社グループ店舗で利用できる株主
優待券、②カタログギフトを持株数に応じて以下のとおり贈呈

100株以上1,000株未満 ①株主優待券
1,000株以上5,000株未満 ①株主優待券+②カタログギフト（5,000円相当）
5,000株以上 ①株主優待券+②カタログギフト（10,000円相当）

新⾞・中古⾞購⼊時利⽤
優待券 1枚（30,000円）
新⾞・中古⾞購⼊時利⽤
優待券 1枚（30,000円）

⾞検時利⽤優待券 1枚
（10,000円）
⾞検時利⽤優待券 1枚
（10,000円）

レンタカー利⽤割引券 5枚
（⼀般料⾦表より20％OFF、また
はインターネット料⾦表より10％
OFF）

レンタカー利⽤割引券 5枚
（⼀般料⾦表より20％OFF、また
はインターネット料⾦表より10％
OFF）

株主優待
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←月足

日足→

上場来高値
1,510円

7月16日
1,150円

東証JQ
名証2部

証券コード
7593
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